
経済産業省 





番号 制度名

経産01 事業ポートフォリオの転換の円滑化措置

経産02 新事業開拓事業者投資損失準備金の延長

経産03 所得拡大促進税制の拡充及び延長

経産04 金属鉱業等鉱害防止準備金の延長

経産05 海外投資等損失準備金の延長

経産06 原子力発電施設解体準備金の見直し

経産07 技術研究組合の所得計算の特例の延長

経産08 Connected Industriesに向けたIT投資の抜本強化

経産09 先進的省エネ・再エネ投資促進税制の創設

経産10 中小企業・小規模事業者の再編・統合等に係る税負担の軽減措置の創設

経産11 中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置の延長

経産12 (株)海外需要開拓支援機構の法人事業税の資本割に係る課税標準の特例措置の創設

 経済産業省
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H27 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H28 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H29 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H30 6 － － － ▲3,796.0 － － － ▲4,600.0 － － － － － － － －

H31 6 － － － ▲3,796.0 － － － ▲4,600.0 － － － － － － － －

H32 6 － － － ▲3,796.0 － － － ▲4,600.0 － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － 不明 不明 － － －

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円） 租特の直

接的効果

実績

目標「2025 年までに大企業（TOPIX500）のROAについて、
欧米企業に遜色のない水準を目指す」

目標値 目標
達成度

租税特別措置等の適用実態 租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

【基本情報】

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税

関係条項

要望内容及び区分 区分 新設

創設年度 －

（評価実施府省：経済産業省）

  事業ポートフォリオの転換の円滑化措置
   （－）

措置の内容

平成27年度時点    －

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    －

   －

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産01）

 コーポレートガバナンス改革の取組の深化と併せ、企業による事業ポートフォリオの転換（ノンコア事業の分離と併せてコア事業の強化のために新たな事業等の取得を行う積極的な取組）の実施の円滑化を図るた
めの政策的措置を講ずる。

   －

過去の政策評価の実績    －

 コーポレートガバナンス改革の取組の深化と併せ、事業ポートフォリオの転換を政策的に支援することにより、各企業が注力すべき事業への資源配分を促し、「攻めの経営・投資」の強化を通じた我が国企業・経済の更なる成長を図る。
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 不明 0 － 0 不明 ▲0 － － 不明 ▲0 － － － － 0 不明 － 0 不明 0.0% － 不明 0 不明 不明 0 不明 0.0%

H27 不明 2 － 2 不明 ▲4.0 － － 不明 ▲1.7 － ▲1.7 － － 516 不明 － 516 不明 1.4% － 不明 516 不明 不明 516 不明 1.4%

H28 不明 28 － － ▲813.0 ▲138.0 17.0% － ▲822.0 ▲176.0 21.4% － － － 3,551 不明 － 4,067 不明 10.8% － 4,726 不明 不明 5,242 不明 不明 －

H29 48 － － － ▲430.0 － － － ▲520.0 － － － － 6,014 － － 10,081 － － － 不明 6,486 － － 11,728 － － －

H30 60 － － － ▲472.0 － － － ▲576.0 － － － － 6,494 － － 16,575 － － － 不明 8,246 － － 19,974 － － －

H31 － － － － － － － － － － － － － 5,978 － － 22,553 － － － － － － － － － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － 3,341 － － 25,894 － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － 2,375 － － 28,269 － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － 28,700 480 － － 28,749 － － － 37,600 － － － － － － －

H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

適用実態調
査における適
用件数（法
人税・件）

適用実態調査
における適用
額の上位10
社割合（法人
税・％）

適用実態調査に
おける租税特別
措置ごとの影響
額（地方法人二
税・地方法人特
別税・百万円）

目標①「法人投資家からベンチャーファンドへの資金供給を促すことにより、VBへの投資を活性化さ
せ、成長するVBの育成・新事業の創出を目指す（平成34年度までに本制度を活用した累計投資
額を287億円とする）」　（平成29年度評価時）減収額

（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

実績 租特の直
接的効果

目標値
（百万円）

（認定ファンドの）投資実績額 （認定ファンドの）投資実績額（累計）

将来予測 実績 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果
租特の直
接的効果

将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

目標②「法人投資家からベンチャーファンドへの資金供給を促すことにより、VBへの投資を活性化さ
せ、成長するVBの育成・新事業の創出を目指す（平成34年度までに本制度を活用した累計投
資額を376億円とする）」　（平成28年度評価時）

【参考】（認定ファンドの）投資実績額（累計）（認定ファンドの）投資実績額

目標値
（百万円）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

【総括表】

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税

関係条項    措法第55条の2、第68条の43の2

要望内容及び区分 区分 延長

創設年度 H26

   措置の適用期限を平成31年3月31日まで1年間延長する。

   従前どおり

   積立割合を、50％（改正前：80％）に引き下げる。
   ただし、平成29年3月31日以前に受けた計画の認定に係る認定特定新事業開拓投資事業計画に従って取得をしたその認定特定新事業開拓投資事業計画に係る投資事業有限責任組合の組合財産となる新事業開拓事業者の株式に係
る積立割合については、引き続き80％とする。

過去の政策評価の実績   H25経産03、H28経産07

   ベンチャーファンドに出資する法人に税制優遇措置を講じ、ベンチャーファンドを通じたベンチャー企業への資金供給の円滑化を図ることで、我が国における新事業の創出を図る。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産02） （評価実施府省：経済産業省）

   新事業開拓事業者投資損失準備金の延長
   （新事業開拓事業者投資損失準備金）

措置の内容

平成27年度時点    特定新事業開拓投資事業計画の認定を受けた投資事業有限責任組合の組合財産となる新事業開拓事業者の株式（設立又は増資により取得をするものに限る。）の取得をした場合に、その価格の低落による損失に備えるため、帳簿価額
の80％を準備金として積み立てたときは、積立額の損金算入ができる。

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後

【基本情報】
   制度名
（措置名）
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 不明 10,874 － 10,874 不明 ▲42,000.0 － 16.7% 不明 ▲2,300.0 － ▲2,290.2 － － － － － － － － － － － － 不明 不明 －

H26 不明 78,261 － 78,261 不明 ▲247,800.0 － 14.6% 不明 ▲13,700.0 － ▲13,661.4 － － 56,987,500 365,000 － － － 不明 不明 － － － 2.07% 不明 －

H27 不明 90,594 － 90,594 不明 ▲277,400.0 － 10.2% 不明 不明 － ▲14,383.2 － － 56,987,500 365,000 － － － 不明 不明 － － 不明 2.20% 不明 －

H28 118,133 107,936 91.4% － ▲284,200.0 ▲309,000.0 108.7% － 不明 不明 － － － － 56,987,500 365,000 － － － 不明 不明 － 不明 不明 2.00% 不明 －

H29 126,723 － － － ▲300,559.0 － － － 不明 － － － 不明 56,987,500 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H30 不明 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － ー － － － －

H31 不明 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － ー － － － －

H32 不明 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － ー － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － ー － － － － ー － － － － ー － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H35～／
未定 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査に
おける適用額の上
位10社割合（法
人税・％）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円） 租特の直

接的効果
実績実績 目標

達成度租特の直
接的効果

目標値目標値
（百万円）

目標①「個人の所得水準の改善を通じた消費拡大及びそれに
伴う景気の好循環の実現（個人の所得水準の改善）」（平成
29年度評価時）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

目標値

目標③「GDP名目成長率3％（政府目標）に合わせた賃上
げの推進」（平成28年度評価時）

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果
将来予測

目標②「個人の所得水準の改善を通じた消費拡大及びそれに
伴う景気の好循環の実現（消費拡大）」（平成29年度評価
時）

目標
達成度

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税 所得税

関係条項    措法第42条の12の5、第68条の15の6、地方税法第23条、第292条

要望内容及び区分 区分 拡充・延長

創設年度 H25

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産03） （評価実施府省：経済産業省）
【基本情報】
   制度名
（措置名）

   所得拡大促進税制の拡充及び延長
   （雇用者給与等支給額が増加した場合の法人税額の特別控除）（所得拡大促進税制）

措置の内容

   少子高齢化の下での日本経済の持続的成長のためには、賃上げとそれに伴う可処分所得の増加を通じた消費の拡大が重要。賃上げを促進し、所得と消費の拡大による経済の好循環を作り出すための税制措置を実施することで、さらなる経
済成長を図る。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

平成27年度時点

   国内雇用者に対して給与等を支給する場合において、雇用者給与等支給増加割合が(1)の割合以上で、(2)及び(3)の要件を満たすときは、雇用者給与等支給増加額の10％の税額控除（当期の法人税額の10％（中小企業者等は
20％）を限度）ができる。
(1)  次の事業年度の区分に応じそれぞれの次の割合
　 ①   平成27年4月1日前に開始した事業年度：2％
　 ②   平成27年4月1日～平成28年3月31日に開始する事業年度：3％
　 ③   平成28年4月1日～平成29年3月31日に開始する事業年度：4％（中小企業者等は3％）
　 ④   平成29年4月1日～平成30年3月31日に開始する事業年度：5％（中小企業者等は3％）
(2)  雇用者給与等支給額が前期の雇用者給与等支給額以上であること。
(3)  平均給与等支給額が前期の平均給与等支給額を超えること。

平成28年度税制改正以後    雇用促進税制と重複適用できることとし、重複適用する場合には、雇用促進税制の特定地域基準雇用者数等に係る給与等の支給額を雇用者給与等支給増加額から控除することとした。

   税額控除の範囲の拡充及び中小企業者の適用要件の緩和

過去の政策評価の実績    H25経産50、51、H28経産10

平成29年度税制改正以後    平均給与等支給額に係る要件及び税額控除限度額の見直しを行った。
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 不明 不明 － 5 ▲4.0 ▲4.0 100.0% － 不明 不明 － ▲1.1 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － －

H24 不明 9 － 7 ▲5.0 ▲3.9 77.6% － 不明 ▲3.3 － ▲3.4 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － －

H25 不明 9 － 8 ▲4.0 ▲4.0 99.7% － 不明 ▲3.4 － ▲1.6 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － －

H26 不明 9 － 9 ▲2.0 ▲6.6 328.6% － 不明 ▲3.0 － ▲3.0 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － 1,712

H27 10 9 90.0% 9 ▲2.0 ▲1.7 86.4% － ▲1.2 ▲0.8 63.0% ▲0.8 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － 1,638

H28 10 10 100.0% － ▲2.0 ▲4.9 246.8% － ▲1.2 ▲5.9 488.3% － 100.0% 100.0% 100.0% 不明 100.0% － 1,555

H29 8 － － － ▲1.0 － － － ▲1.6 － － － 100.0% 100.0% － － － 1,557 －

H30 9 － － － ▲1.0 － － － ▲1.6 － － － 100.0% 100.0% － － － 1,564 －

H31 9 － － － ▲1.0 － － － ▲1.6 － － － 100.0% 100.0% － － － 1,533 －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

【総括表】
租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

目標
達成度

目標「産業保安監督部長が算定して通知した額に対する採掘権者等の積立額の実績を100％とする」

積立金残高（百万円）

将来予測 実績

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円） 租特の直

接的効果

実績目標値

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税 所得税 個人住民税

関係条項    措法第55条の5、第68条の44、地方税法第23条、第72条の23、第292条

要望内容及び区分 区分 延長

創設年度 S49

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産04） （評価実施府省：経済産業省）

   金属鉱業等鉱害防止準備金の延長
   （金属鉱業等鉱害防止準備金）

措置の内容

平成27年度時点    採掘権者又は租鉱権者が、特定施設の使用の終了後における鉱害の防止に要する費用の支出に備えるため、(独)石油天然ガス･金属鉱物資源機構に鉱害防止積立金として積み立てた金額を準備金として積み立てたときは、積立額の損
金算入ができる。

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後

【基本情報】
   制度名
（措置名）

   措置の適用期限を平成32年3月31日まで2年間延長する。

   準備金の積立限度額を鉱害防止積立金として積み立てた金額の80%とする。

   従前どおり

過去の政策評価の実績    H23経産11、H25経産23、H27経産04

   鉱山の特性に応じた保安上の措置を確実に実施することにより、鉱害の発生を防止する。
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（参考） （参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － 不明 14 － 14 ▲6,500.0 ▲11,000.0 169.2% 98.7% － 不明 ▲2,000.0 － ▲1,992.9 － 不明 22.6% 不明 － 68.6% － 不明 54.2% 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 16.7% 不明 －

H24 － － 不明 10 － 10 ▲4,467.0 ▲4,800.0 107.5% － － 不明 ▲800.0 － ▲778.5 － 不明 22.1% 不明 － 65.0% － 不明 56.3% 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 21.7% 不明 －

H25 － － 不明 12 － 12 ▲11,000.0 ▲2,300.0 20.9% － 0.0% 不明 ▲500.0 － ▲499.7 － 不明 23.3% 不明 － 60.7% － 不明 58.7% 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 18.5% 不明 －

H26 － 24 不明 9 － 7 ▲6,160.0 ▲5,679.0 92.2% － 0.0% 不明 ▲1,176.0 － ▲811.9 － 不明 24.7% 不明 － 59.8% － 不明 62.2% 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 15.0% 不明 －

H27 － 25 10 8 80.0% 5 ▲4,100.0 ▲5,664.0 138.1% － 0.0% ▲500.0 ▲1,172.0 234.4% ▲470.8 － 不明 27.2% 不明 － 55.8% － 不明 55.8% 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 不明 不明 －

H28 － 12 10 不明 － － ▲4,000.0 ▲1,028.0 25.7% － － ▲500.0 ▲213.0 42.6% － － 不明 27.4% 不明 － 55.6% － 不明 集計中 不明 － － 不明 不明 不明 － 不明 不明 不明 不明 －

H29 18 － 8 － － － ▲1,457.0 － － － － ▲302.0 － － － ー 不明 － － － 不明 － 不明 － － － ー 不明 － － － 不明 不明 － － －

H30 18 － 不明 － － － ▲2,716.0 － － － － ▲562.0 － － － ー 不明 － － － ー ー 不明 － － － ー 不明 － － － 不明 不明 － － －

H31 不明 － 不明 － － － 不明 － － － － 不明 － － － ー 不明 － － － ー ー 不明 － － － ー 不明 － － － 不明 不明 － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － －

H35～／
未定 － － － － － － － － － － － － － － － 40.0% － － － － ー 80.0% － － － － 50.0% － － － － － － － － －

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）
※特定法人数

【総括表】

適用実態調
査における適
用件数（法
人税・件）

適用実態調
査における適
用額の上位
10社割合
（法人
税・％）

適用実態調査
における租税特
別措置ごとの影
響額（法人住
民税・百万
円）

租特の直
接的効果

実績目標値 目標
達成度

適用件数
（法人税・件）
※投資法人数

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

適用実態調
査における適
用額の上位
10社割合
（法人
税・％）

目標②「自主開発鉱石の輸入を促進する（2030
年までにベースメタル自給率80％）」

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

減収額
（法人住民税・百万円）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

自主開発プロ
ジェクトに占める
当該税制利用
プロジェクトの割
合（引取量）

（％）

目標①「石油及び天然ガスを合わせた自主開発比率を2030年
までに40％以上に引き上げる」

目標③「自主開発鉱石の輸入を促進する（2030
年までにレアメタル自給率50％）」

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

(参考)
「ウラン鉱山の自主開発比率を高める」
（平成28年度評価時の目標）

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

 

政策目的

法人税 法人住民税

関係条項    措法第55条、第68条の43、地方税法第23条、第72条の23、第292条

要望内容及び区分 区分 延長

創設年度 S39 過去の政策評価の実績    H23経産08、H25経産08、H27経産06

   リスクの高い探鉱・開発事業を行う我が国企業に対して、事業失敗等による損失に備えるために準備金の積立て及びその損金算入を認めることにより、事業失敗時においても、我が国企業による投資の維持・促進を図るものである。こうした支援
措置を講ずることにより、我が国に対する資源エネルギーの安定供給を確保すること。

   制度名
（措置名）

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産05） （評価実施府省：経済産業省）
【基本情報】

   措置の適用期限を平成32年3月31日まで2年間延長する。

   上記③及び④の株式等に係る準備金の積立率を70％に引き下げ、資源探鉱事業法人の範囲等を明確化

   従前どおり

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   海外投資等損失準備金の延長
   （海外投資等損失準備金）

措置の内容

平成27年度時点

   次の法人（特定法人）の株式等（設立又は増資により取得するものに限る。）の取得をした場合に、その価格の低落による損失に備えるため、取得価額にそれぞれ次の割合を乗じた金額を準備金として積み立てたときは、積立額の損金算
入ができる。
①　資源開発事業法人：30％
②　資源開発投資法人：30％
③　資源探鉱事業法人：90％
④　資源探鉱投資法人：90％

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 有税込み 無税分

H23 － 10 － 9 － ▲5,400.0 － ー － 不明 － ▲2,289.9 － － － － － 2,976,700 1,769,100 1,131,100

H24 － 10 － 9 － 14,000 － ー － 不明 － ▲2,025.0 － － － － － 2,823,500 1,785,900 1,072,900

H25 10 － － 1 不明 － － ー 不明 － － ▲109.1 － － － － － － － －

H26 10 10 100.0% 9 不明 800 － ー 不明 ▲2,350.0 － ▲3,063.7 不明 － 不明 不明 － － － －

H27 10 10 100.0% 10 不明 ▲7,300.0 － ー 不明 ▲1,870.0 － ▲5,165.3 不明 － 不明 不明 － － － －

H28 10 10 100.0% － 不明 ▲8,300.0 － － 不明 ▲1,800.0 － － 不明 － 不明 不明 － － － －

H29 10 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － － － －

H30 10 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － － － －

H31 10 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － － － －

H32 10 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

目標②「原子力発電施設の解体に要する費用
（総見積額）の推移及びその積立て額」（平
成25年度評価時の測定指標）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

適用件数
（法人税・件）

総見積額
（百万円）

積立て残高
（百万円）

減収額
（法人税・百万円）

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（法
人住民税・百万
円）

租特の直
接的効果

実績

目標①「原子力発電所の廃炉費用負担の平準化を図り、政策目的を
充足しつつ、国民経済の発展と安定的に寄与すること、また、原子力事
業者が、長期間にわたる特定原子力発電施設の解体に必要な資金を
確保し、安全・確実な実施を推進すること」（平成29年度評価時）

目標値 目標
達成度将来予測

租税特別措置等の適用実態

減収額
（法人住民税・百万円）

政策目的

法人税 法人住民税

関係条項

要望内容及び区分 区分 拡充

創設年度 H2

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産06） （評価実施府省：経済産業省）

  原子力発電施設解体準備金の見直し
  （原子力発電施設解体準備金）

措置の内容

平成27年度時点   電気事業者が、特定原子力発電施設の解体費用の支出に備えるため、解体費用の見積額の90％を積立期間で除して計算した金額を準備金として積み立てたときは、積立額の損金算入ができる。

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    従前どおり

   従前どおり

   原子力発電施設解体引当金の引当期間について、電力自由化が進展した新たな環境下においても、廃炉作業に要する費用は原子力事業者が負担することが原則であること等を踏まえ、料金規制が撤廃された
中でも確実に資金を確保することができるよう、現行の原則50年から、原則40年とすること等の提言を踏まえた所要の見直しを行う。

【基本情報】

  措法第57条の4、第68条の54

過去の政策評価の実績   H22経産47、H25経産19

  長期間にわたる特定原子力発電施設の解体について、安全・確実な実施を推進すること。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）

【H29 経産06】-224-



【H29 経産06】

-225-



【H29 経産06】-226-



  

【H29 経産06】

-227-



【H29 経産06】-228-



【H29 経産06】

-229-



（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 不明 17 － 17 不明 ▲246.0 － 98.6% 不明 不明 － ▲114.2 不明 不明 不明 不明 － － － －

H24 16 8 50.0% 8 ▲532.0 ▲264.0 49.6% － 不明 不明 － ▲137.7 不明 不明 不明 不明 － － － －

H25 20 15 75.0% 15 ▲648.0 ▲698.0 107.7% 99.3% 不明 ▲362.0 － ▲361.4 不明 不明 不明 不明 － － 663 0.9%

H26 14 13 92.9% 13 ▲463.0 ▲197.0 42.5% 99.8% 不明 ▲102.0 － ▲102.1 不明 不明 不明 不明 － － 973 46.9%

H27 11 7 63.6% 7 ▲324.0 ▲54.0 16.7% － 不明 ▲28.0 － ▲28.3 不明 不明 不明 不明 － － 881 ▲9.5%

H28 13 17 130.8% － ▲477.0 ▲157.0 32.9% － 不明 ▲84.0 － － 不明 不明 不明 不明 － － 805 ▲8.6%

H29 14 － － － ▲442.0 － － － ▲239.0 － － － 不明 不明 － － － 797 － ▲1.0%

H30 13 － － － ▲216.0 － － － ▲117.0 － － － 不明 不明 － － － 829 － 4.0%

H31 15 － － － ▲270.0 － － － ▲147.0 － － － 不明 不明 － － － 811 － ▲2.2%

H32 14 － － － ▲308.0 － － － ▲167.0 － － － 不明 不明 － － － 813 － 0.2%

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

【総括表】
租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

（参考）
1組合当たりの平均事業費（百万円）
（平成26年度評価時までの測定指標）

将来予測 実績 対前年度
伸び率

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円）

租特の直
接的効果

実績

目標「技術研究組合を利用した共同研究開発を拡大すること」
（平成29年度評価時は測定指標の設定なし）

目標値 目標
達成度

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

 

政策目的

法人税

関係条項    措法第66条の10、第68条の94

要望内容及び区分 区分 延長

創設年度 S36

   措置の適用期限を平成33年3月31日まで3年間延長する。

   従前どおり

   従前どおり

過去の政策評価の実績    H22経産16、H24経産16、H26経産14

   試験研究を協同して行う技術研究組合を通じて研究開発投資の促進を図り、共同研究の促進及び持続的な経済成長を実現する。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産07） （評価実施府省：経済産業省）

　 技術研究組合の所得計算の特例の延長
   （技術研究組合の所得の計算の特例）

措置の内容

平成27年度時点    技術研究組合が、組合員に試験研究用資産の取得等をするための費用を賦課し、その賦課金をもって試験研究用資産の取得等をした場合には、取得価額から1円を控除した金額の範囲内で圧縮記帳ができる。

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後

【基本情報】
   制度名
（措置名）

【H29 経産07】-230-



【H29 経産07】

-231-



【H29 経産07】-232-



【H29 経産07】

-233-



 

 

 

 

 

 

 

 

【H29 経産07】-234-



 

【H29 経産07】

-235-



（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － ー － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H27 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H28 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H29 ー － － － ー － － － ー － － － ー ー － － －

H30 2,200 － － － ▲26,092.0 － － － ▲11,356.0 － － － 不明 不明 － － －

H31 2,200 － － － ▲26,092.0 － － － ▲11,356.0 － － － 不明 不明 － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － －

将来予測

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円） 租特の直

接的効果
実績

目標「企業のレガシーシステム更新等を通したデータ連携・高度利活用を支
援するとともに、「つながる社会」において必要不可欠な質の高いサイバーセ
キュリティ対策の導入を促すことにより、「Connected Industries」による産
業競争力の強化を図る」

目標値 目標
達成度

租税特別措置等の適用実態 租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税 所得税

関係条項

要望内容及び区分 区分 新設

創設年度 －

   第四次産業革命で激変するビジネス環境に迅速に対応するため、協調領域における連携や生産管理システム等の高度化によるデータ利活用の取組、また、それらに不可欠な高レベルのサイバーセキュリティ対策に
必要なシステムの構築やサービスの利用促進に向けた税制措置を講ずる。

【基本情報】

   －

過去の政策評価の実績    －

   「Society5.0（超スマート社会）」の実現に向けては、様々なつながり・融合により新たな付加価値やビジネスモデルを創出する「Connected Industries」の促進が重要である（「Connected Industries」とは、データを介して、企業、消費
者などが連携し、新たな付加価値を生み出す産業のあり方のこと。）。
　特に、第四次産業革命により、IoTやビッグデータ、人工知能などの新技術が実用フェーズに入っている中、付加価値の源泉となっている「データ」をこれまでにない形で生み出し組み合わせるなど高度利活用したり、他の企業と共有・連携させたりす
ることで、新たな付加価値を創出する取組を進め、更なる産業競争力の強化を図っていく必要がある。
   あわせて、データ同士が企業などこれまでの枠を超えてつながることによって増大するサイバー攻撃の脅威に対応するため、様々なサイバー攻撃に耐えうる質の高いセキュリティシステムの構築に必要な設備等、更なるセキュリティ対策の導入も促進す
る。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産08） （評価実施府省：経済産業省）

  Connected Industriesに向けたIT投資の抜本強化
   （－）

措置の内容

平成27年度時点    －

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    －

   －

【H29 経産08】-236-



【H29 経産08】

-237-



 
 

 

【H29 経産08】-238-



 

 
 

 

 

 
 

 

【H29 経産08】

-239-



（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － － － －

H27 － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － － － －

H28 － － － － － － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － － － －

H29 － － － － ー － － － － － － － － － － － － － － － － － － ー － － －

H30 1,239 － － － ▲11,717.0 － － － ▲14,296.0 － － － － 198.6 － － － － 51 － － － － 23 － － －

H31 1,239 － － － ▲11,717.0 － － － ▲14,296.0 － － － － 198.6 － － － － 51 － － － － 23 － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － 1,042 － － － － 1,226 － － － － 1,607 － － － －

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円）

租特の直
接的効果

実績目標値
（万kl）

目標
達成度

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

目標①「エネルギーミックスに掲げられた、各部門の平成42年度時点における省エネルギー目標（原油換算）の実現」（省エネルギー）

産業部門 業務部門 運輸部門

目標値
（万kl）

将来予測
（万kl） 実績 目標

達成度租特の直
接的効果

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

目標値
（万kl）

将来予測
（万kl） 実績 目標

達成度租特の直
接的効果

将来予測
（万kl）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税

関係条項

要望内容及び区分 区分 新設

創設年度 －

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産09） （評価実施府省：経済産業省）

  先進的省エネ・再エネ投資促進税制の創設
   （－）

措置の内容

平成27年度時点    －

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    －

   －

   平成42年度の「長期エネルギー需給見通し」（平成27年7月経済産業省決定）実現に向け、省エネ投資促進によるエネルギー効率改善及び再エネの更なる導入拡大を進めることが重要。そのため、
①省エネ法と連動した大規模又は高度な省エネ取組に資する省エネ設備投資や、②再エネの自立化・長期安定化に資する投資を促進し、エネルギー利用の最適化・自給率向上を図る税制措置（特別
償却制度又は税額控除制度）を新設する。

【基本情報】

   【省エネルギー】 －　【再生可能エネルギー】 措法第42条の５、第68条の10

過去の政策評価の実績    －

   【省エネルギー】
   エネルギーミックスにおいて掲げられた、最終エネルギー消費で平成42年度に原油換算で5,030万klの省エネ見通し実現するためには、徹底した省エネの推進が喫緊の課題。また、省エネ設備投資の増加により、省エネルギーの推進と
事業者の生産性向上の両立を促す。
   【再生可能エネルギー】
   ＦＩＴ買取期間以後も基幹電源として再生可能エネルギーが根付いていくために、ＦＩＴに頼らない導入を進め、再エネの自立化と長期安定発電を促進する。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）

【H29 経産09】-240-



H23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H27 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H28 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H29 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H30 － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － －

H31 － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － － － 不明 － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H35~
／未定

2,366~2,515 － － － － 749 － － － － 182 － － － － 102~113 － － － － 939~981 － － － － 392~490 － － － －

目標値 将来予測 実績 目標
達成度 実績将来予測 実績 目標

達成度目標値 将来予測 実績 目標
達成度 目標値 将来予測 目標

達成度租特の直
接的効果

租特の直
接的効果

租特の直
接的効果

租特の直
接的効果

租特の直接
的効果

租特の直
接的効果

目標値 将来予測 実績 目標
達成度 目標値 将来予測実績 目標

達成度 目標値

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

【総括表の別紙】

目標②「平成42年度のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの総発電電力量に占める割合と発電電力量を以下のとおりとする」（再生可能エネルギー）

太陽光：7.0%程度（約6,400万kW、749億kWh） 風力：1.7%程度（約1,000万kW、182億kWh） 地熱：1.0~1.1%程度（約140~155万kW、102~113
億kWh）

水力：8.8~9.2%程度（約4,874~4,931万kW、
939~981億kWh）

バイオマス：3.7~4.6%程度（約602~728万kW、
394~490億kWh））再エネ全体：22~24％程度（2,366~2,515億kWh）
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H27 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H28 － ー － － － ー － － － ー － － － － ー ー －

H29 ー － － － ー － － － ー － － － ー ー － － －

H30 不明 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － －

H31 不明 － － － 不明 － － － 不明 － － － 不明 不明 － － －

H32 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H33 － － － － － － － － － － － － － － － － －

H34 － － － － － － － － － － － － － － － － －
H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － － － － － －

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円） 租特の直

接的効果

実績

目標「中小企業・小規模事業者の事業再編等の活性化と、それを通じた
円滑な事業承継を促進し、優良な経営資源を有する中小企業の事業の
継続を図り、地域経済の活力維持を実現する」

目標値 目標
達成度

租税特別措置等の適用実態 租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税

関係条項

要望内容及び区分 区分 新設

創設年度 －

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産10） （評価実施府省：経済産業省）

   中小企業・小規模事業者の再編・統合等に係る税負担の軽減措置の創設
   （－）

措置の内容

平成27年度時点    －

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    －

   －

   今後5年の間に、70歳（平均引退年齢）を超える中小企業・小規模事業者の経営者は約60万社にのぼる。うち半数以上が後継者未定となっており、現状を放置すると、中小企業等の廃業により多くの雇用が
失われ、GDPを押し下げる可能性があるため、早期の事業承継を促していく施策を講ずる。

【基本情報】

   －

過去の政策評価の実績    －

   親族以外への事業承継をより一層の円滑に行える環境を整えることにより、経営者の高齢化や後継者不足を原因とした廃業を減少させ、優良な経営資源を有する中小企業・小規模事業者の事業継続を支援し、地域経済・雇用の維持・活
性化を図る。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 231,341 424,751 183.6% 425,223 ▲26,800.0 ▲23,800.0 88.8% 0.0% 不明 ▲23,500.0 － ▲32,677.3 － 不明 28.1% 不明 － － 不明 － 不明 －
H24 211,676 430,555 203.4% 431,038 ▲24,500.0 ▲24,200.0 98.8% 0.0% 不明 ▲13,300.0 － ▲32,254.6 50.0% 不明 30.8% 不明 61.6% 90.0% 不明 70.0% 不明 77.8%

H25 488,274 459,729 94.2% 459,729 ▲19,900.0 ▲25,100.0 126.1% 0.0% ▲11,726.3 ▲13,700.0 116.8% ▲22,065.8 － 不明 不明 不明 － － 不明 不明 不明 －
H26 488,274 504,568 103.3% 504,568 ▲19,900.0 ▲27,300.0 137.2% 0.0% ▲11,726.3 ▲13,800.0 117.7% ▲24,093.7 － 不明 不明 不明 － － 不明 不明 不明 －
H27 496,650 489,992 98.7% 489,992 ▲27,100.0 ▲26,500.0 97.8% 0.0% ▲15,600.0 ▲14,000.0 89.7% ▲22,168.9 － 不明 33.0% 不明 66.0% － 不明 83.0% 不明 92.2%

H28 516,516 506,652 98.1% － ▲28,200.0 ▲27,400.0 97.2% － ▲14,900.0 ▲14,700.0 98.7% － 50.0% 不明 不明 不明 － 90.0% 不明 不明 不明 －
H29 523,878 － － － ▲28,300.0 － － － ▲15,300.0 － － － ー 31.6% － － － ー 84.7% － － －
H30 541,690 － － － ▲29,300.0 － － － ▲15,980.0 － － － ー 不明 － － － ー 不明 － － －
H31 560,107 － － － ▲30,300.0 － － － ▲16,500.0 － － － 50.0% 不明 － － － 90.0% 不明 － － －
H32 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H33 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
H34 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H35～
／未定 － － － － － － － － － － － － 50.0% － － － － 90.0% － － － －

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

【総括表】

適用実態調査に
おける適用件数
（法人税・件）

適用実態調査に
おける適用額の
上位10社割合
（法人税・％）

適用実態調査にお
ける租税特別措置
ごとの影響額（地
方法人二税・地方
法人特別税・百万
円）

租特の直
接的効果

実績

目標①「従業員数20名未満の個人事業主におけるパソコン
利用割合5割への到達」

目標値 目標
達成度

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人税・件）

減収額
（法人税・百万円）

将来予測

目標②「中小企業庁のアンケート調査での従業員数20名未
満の法人におけるパソコン利用割合が、20名以上の法人の水
準である9割への到達」

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

減収額
（地方法人二税・地方法人特別税・百万円）

 

政策目的

法人税 法人住民税 法人事業税

関係条項    措法第67条の5、第68条の102の2

要望内容及び区分 区分 延長

創設年度 H15

   措置の適用期限を平成32年3月31日まで2年間延長する。

   対象法人を中小企業者等のうち常時使用する従業員の数が1,000人以下の法人に限定

   従前どおり

過去の政策評価の実績    H23経産17、H25経産28、H27経産16

   中小企業は我が国雇用の7割を支え、地域活性化の中心的役割を担う重要な存在である。平成30年10月には消費税率の再引上げ及び軽減税率の導入が予定されている中で、中小企業の事務負担の軽減を図るとともに、事務効率の向
上等に資する設備投資を促進させることで、中小企業の活力向上を図る。

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産11） （評価実施府省：経済産業省）
【基本情報】

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置の延長
   （中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例）

措置の内容

平成27年度時点    中小企業者等が少額減価償却資産（取得価額が30万円未満であるもの）の取得等をした場合には、取得価額の全額について損金算入ができる。 ただし、少額減価償却資産の取得価額の合計額が300万円を超えるときは、その合計額
のうち300万円に達するまでの取得価額の合計額を限度とする。

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後

   制度名
（措置名）
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（参考） （参考） （参考）

将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績 将来予測 実績 実績÷将来予測 実績

H23 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H24 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H25 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H26 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H27 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H28 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H29 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

H30 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H31 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H32 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H33 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H34 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － － 不明 不明 － － －

H35～
／未定 1 － － － － － － － ▲576.0 － － － 1.0 不明 － － － 70.0% 不明 － － － 50.0% 不明 － － －

租税特別措置等の適用実態

適用件数
（法人事業税・件）

減収額
（法人税・百万円）

減収額
（法人事業税・百万円）

【総括表】

適用実態調査
における適用件
数（法人税・
件）

適用実態調査に
おける租税特別
措置ごとの影響
額（法人事業
税・百万円）

租特の直
接的効果

実績

目標「機構の全体KPIである長期収益性（平成45年度
時点で1.0倍強）」

目標値
（倍）

目標
達成度将来予測

適用実態調査
における適用額
の上位10社割
合（法人
税・％）

租税特別措置等によって達成しようする目標とその実現状況（効果）

目標「波及効果（平成45年度時点で投資案件毎の波及
効果指標（企業・業種連携／発信力／市場価値の先駆
け／共同基盤の提供）を出資金額で加重平均した値が
70％以上）」

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

目標「民業補完性（平成35年度時点で民間企業からの
協調出資等の事業総額に対する割合が50％超）」

目標値 将来予測 実績 目標
達成度租特の直

接的効果

 

政策目的

法人事業税

関係条項

要望内容及び区分 区分 新設

創設年度 －

＜平成30年度税制改正要望関係＞租税特別措置等に係る政策評価の点検シート（H29経産12） （評価実施府省：経済産業省）

  (株)海外需要開拓支援機構の法人事業税の資本割に係る課税標準の特例措置の創設
   （法人の事業税の課税標準）

措置の内容

平成27年度時点    －

平成28年度税制改正以後

平成29年度税制改正以後    －

   －

   (株)海外需要開拓支援機構について、平成30年4月1日から平成46年3月31日までの間に開始する各事業年度分の事業税について、資本割に係る課税標準を20億円とする。なお、適用年限については、株
式会社海外需要開拓支援機構法第26条の規定により、平成46年3月31日までに、保有する全ての株式等及び債権の譲渡その他の処分を行うよう努めなければならないことを踏まえ、平成45年度までとするもの

【基本情報】

   地方税法第72条の12

過去の政策評価の実績    －

   我が国の生活文化の特色を生かした魅力ある商品又は役務の海外における需要の開拓を行う事業活動及び当該事業活動を支援する事業活動の促進を図り、もって当該商品又は役務の海外における需要及び供給の拡大を通じて我が国経
済の持続的な成長に資する。

評価対象税目
義務対象 努力義務対象

   制度名
（措置名）
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